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オープンサーバの性能や信頼性の
向上といった影響を受け、金融業界
のメインフレーム（大型汎用機）市
場は年々縮小している。2005年と
比較すると、金融業界における国内
のメインフレーム市場は、出荷台数・
金額ともに６分の１の水準にまで下
降しており、この傾向は今後も継続
するだろうと予想される＊ 1。これ
に合わせメインフレームベンダによ
る縮小・撤退の意向表明が続いてお
り、2022年 2月には富士通がメイ
ンフレーム事業からの撤退を発表
し、この流れはさらに加速していく
と考えられる。もちろん、今後も継
続提供するとしている企業があるも

のの、数は限られてお
り、市場縮小による価格
上昇、プロダクトの選択
制約（ベンダロックイ
ン）といった課題が危惧
されている。

NTTデータは、勘定系
システムの構築ベンダとして、地銀を
始め信金・JA等多くの共同利用型勘
定系を提供している。同社は、勘定
系システムには絶大なる信頼性が求
められるという理由から、長年にわた
りこれらの金融機関に対し、一貫して
メインフレームでの提供を行っている。
その際、ハードウェア・OS・ミドルウェ
アについてはメインフレームベンダか

ら製品を調達し、それらを組み合わせ
構築したうえで、業務アプリケーショ
ンは自社で独自開発するという方式を
とってきた。しかし近年、メインフレー
ムベンダの縮小撤退の状況から、製
品の価格上昇、供給や保守サービス
の停止などへの懸念が生じ、危機感
を抱いていた。そこで、NTTデータは、
これまでのメインフレームに依存する
勘定系ビジネスから脱却し、オープン
基盤の選択肢を持つべく、新たに勘
定系システムをオープン化するフレー
ムワーク「PITON」を開発・提供する。

一般に、システムマイグレーション

NTT データは、勘定系システムをオープンサーバ上で動作可能とするフレームワーク「PITON」の提供を開始する。
「MEJAR」や「しんきん共同システム」での採用が決定しており、今後も他の共同利用型の勘定系システムへの展開を見
込む。富士通のメインフレーム撤退表明もあり、メインフレーム前提であった勘定系システム基盤の継続性がより一層危
惧されており、オープン化の流れは確実に加速している。本稿では、金融機関、特に地域金融機関におけるサステナブル
な勘定系システム実現に向けた同社の取り組みについて紹介する。

2 オープンミッションクリティカルフレームワーク「PITONTM」

低リスクでの基盤オープン化による
サステナブルな勘定系システム実現を提案

金融業界におけるメイン
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図 1　PITON概要図
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（移行作業）にはアプリケーション
の再構築手法によって３つの方法が
ある。アプリケーションを全面的に
再構築するリビルド、異なるプログ
ラム言語に変換・移行するリライト、
同じプログラム言語で変換・移行す
るリホストだ。「PITON」は、これ
ら３つの手法のうち、リホストで活用
され、リビルドやリライトと比較する
と圧倒的に低リスク・低コストでの
マイグレーションが可能である。リ
ビルドは、機動力や対応力の面でメ
リットがあり、レガシーシステムも綺
麗に整理し直すことができる。しか
し、大きなトラブルを誘発する可能
性は否めない。デジタル化を念頭
に置いて、マイグレーションをリビル
ドによって実施した大手銀行もある
が、全てを構築し直すことはリスク
を抱えることにつながる。そのため、
NTTデータでは、これまでもそうで
あったように、これからも、安心安
全を最優先にしつつ、リホストによ
る既存領域への投資を抑え、より
戦略的な領域へ投資できるコスト構
造化を推進する考えだ。

「PITON」の概要を図１にまとめる。
メインフレーム（図内左）のハードウェ
ア、OS、ミドルウェアの各々の枠の凸
凹は、それぞれが“噛み合うように”
カスタマイズされていることを表してい
る。これに対し、この度 NTTデータ
が提供する「PITON」を適用したオー
プン基盤（図内右）では、ハードウェア、
OS、ミドルウェアの一部を担うオープ
ンミドルウェアに凹凸がない。つまり、
汎用性があるオープン製品を活用する
ことを意味している。しかし、オープ

ということは、金融機関から見ると既
存のオペレーションを継続できる。
ハードウェアおよびソフトウェアにかか
るコストを低減しつつ安全を守り、さ
らに金融機関の安心を実現する。

これまでの勘定系の役割は、口座
や融資の残高などデータを管理し、
利息計算など、銀行業務を実施する
ことであった。今はそれに加え、DX

に代表されるような如何に勘定系シ
ステムをシームレスに外部と連携さ
せ、そこを起点に今までにない価値
を生み出せるかが求められている。
このように環境の変化に合わせて、
勘定系システムも進化していく必要
があり、その第一歩がオープン化で
ある。NTTデータでは、これまでも、
そしてこれからも金融インフラであ
る勘定系システムを絶対に止めては
ならないという信念のもと、将来に
渡って安心安全な勘定系システムの
提供を追求していく。

ン製品ではメインフレームで実現でき
ていたことを全て代替できるわけでは
ないため、その差分を吸収・補完する
「PITON」を組み込むことで、凹状
態の既存の業務アプリケーションを存
続させるという構造になっている。
この差分吸収は容易ではなく、例
えばメインフレームの DB 構造は
NDBと呼ばれる構造となっているが、
オープン製品で NDBを扱うものは存
在せず、RDBと呼ばれるDB構造と
なる。よって、既存の業務アプリケー
ションには NDBのように振る舞い、
内部構造はRDBとして動作する機能
を「PITON」は持っている。
このように「PITON」開発の難
しさは、メインフレームで実現でき
ていること（要件・要求）を紐解き、
オープン製品の組み合わせ、もしく
は足りない機能を開発することによ
り、その要件や要求を満たすことに
ある。メインフレーム・オープン製
品双方の知見を持っていないと対処
は難しく、これまで長年にわたり
NTTデータが提供してきたミッ
ションクリティカル領域の知見が
あってこそ実現できた。
既存の業務アプリケーションを残す

今後のMF供給懸念に対してオー
プン技術採用の選択肢を増やす
オープン基盤対応によりメインフ
レーム人財枯渇リスク回避

お客様に提供する価値お客様に提供する価値

勘定系の将来像勘定系の将来像

将来的に共通バンキングプラットフォーム化を目指す
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図 2　PITONを取り巻く勘定系の将来像
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システムを支え続ける信念
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